
平成２８年度 地盤沈下対策事業 再評価調書

事 業 名 地盤沈下対策事業 地区･路線名 小松島地区
ふ り が な こまつしま

事業主体 徳島県 関係市町村 小松島市

（事業目的）
事 本地区は、小松島市の南東部に位置する低平水田地帯であり、水稲を中心とした優良
農業地帯であるが、近年地盤沈下に起因した排水能力の低下による湛水被害が増加して
いる。このため、排水機能を回復させる対策工事として、排水機場の設置及び排水路の

業 改修を行い、被害の低減及び農業経営の安定を図る。

（事業内容）
概 受益面積 302ha

受益戸数 630戸
主要工事 排水機場工 １箇所

要 排水路工 6,341m
総事業費 3,893,400千円（国50%、県44%、市6%）
工 期 平成４年度～平成３２年度

（事業の進捗状況）
平成２７年度までに排水機場１箇所、排水路2,651mが完了している。
平成２８年度末の進捗率は７２%（工事量進捗率 排水機場工100%，排水路工42%）で

ある。

（関連事業の進捗状況）
評 ・経営体育成基盤整備事業 坂野地区 （Ｈ４～Ｈ１８）完了

区画整理 88.7ha
・経営体育成基盤整備事業 坂野２期地区 （Ｈ２２～Ｈ３２）継続

区画整理 35.1ha

（社会経済情勢の変化）
計画時点と比較し、農地面積については大きな変化がなく、農業経営体数は法人経営

価 体数の増加等により減少しており、経営規模は拡大する傾向にある。また、これまでに
整備した排水機場及び排水路により排水状況の改善が部分的に見受けられるが、未整備
箇所については、排水条件の改善が見られないことから、引き続き本事業の実施が必要
である。

（計画上重要な部分の変更の必要性の有無）
特になし。

項 （事業効果の発現状況）
排水機場、排水路の一部が整備されたことから、農地の条件が改善されている。

総費用総便益比＝総便益（現在価値化）／総費用（現在価値化）＝１．３０

なお、地元への聞き取りの結果、排水機場の新設と排水路の改修によって部分的に効
目 果が発生していることから、湛水による被害が軽減されている。

（受益農家、関係機関の意向）
安定した営農の確立及び湛水被害の解消のため、地元受益者や小松島市からは事業の

早期完成を強く要望されている。

（事業の実施方針）
継続して事業を実施する。


